

















































WHOは 2010年に「Framework for Action on Inter-





ネットワーク (JIPWEN) は 2008年 12月にWHO本部
の Department of Human Resources for Health(保健人材
部)を訪問,以降チーム医療教育の普及のために以下の
共同活動を行ってきた.① JIPWEN主催のシンポジウム
にWHO職員を招聘し,世界レベルでの保健医療の現状
と課題を共有する,②英語で学術論文や書籍を発表し,
チーム医療の啓蒙に努める, ③ JIPWEN大学教員に
WHO研修の機会を提供し,世界レベルで活躍できる人
材を育成する.その後 JIPWENは 2010年にWHO西太
平洋地域事務所 (WHO WPRO)を訪問し,上記活動を継
続することを確認し,またアジア地域におけるチーム医
療の普及のための新たな行動計画を策定した. 具体的に
は,①毎年日本で開発途上国の保健医療人材を対象にし
たチーム医療トレーニングコース開催をする,②開発途
上国に出向き,チーム医療ワークショップを開始する,
が共同活動に追加された.
本演題では,上述した群馬大学とWHOとの今日まで
の共同活動,そして今後の活動計画について紹介する.
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